
                      （2020/04/23） 

瑚龍院祥尚 の 「つれづれのまま」  
 

たわごと「火でコロナを殺そう」 

            

 瑚龍院祥尚、元の名を ほあけぼのちいあ と言う。     
         

少し前に人類がコロナに負けて滅亡する夢を見た。     
じっとしてはいられない。なんとかせねば。     

         
 コロナ感染、政府が緊急事態宣言を出したが効果が現れない。    
緊急事態宣言は「三蜜」を国民に呼びかけて感染拡大を抑え込むことを狙って出されている
政府も自治体もマスコミも専門家までもが、感染拡大対策は「三蜜」を避けることと言って
いる。このこと自体はそのとおりだと思うがもう一つもの足りない。 

 
一方では、「コロナ戦争」とも言っている。     

 
戦争は文字どおり戦いである。     

     
「三蜜」は戦場に近づかないということと「君子危うきに近寄らず」「三十六計逃げるに如
かず」という諺に通じるが負けないもの勝てもしない。     

     
 戦いに勝つ、コロナをやっつける方法はないものか。まだ見つからないワクチンか、アル
コール消毒か、他にないものか？     
製薬メーカーは殺中スプレーならぬ安全な殺菌スプレーを開発してくれないものか。  
行政も後押しをしてほしい。     

       
コロナはどうも熱にはかなり強いようである。季節が進んで夏になり夏が過ぎれば終息す
るかと思いきや多分ダメだと思う。     

     
 今暑い赤道近くでも感染が広がっているいることからしてオリンピックも今年は期待む
なしく諦めた方がよいのではなかろうか。     

     
ＵＶはどうだろうか？普通の細菌は殺菌滅菌できるがコロナは殻包菌かも知れないので分
からない。若し有効ならば、今ある空気清浄機に併用は考えられる。    

 
 でも必ず、火には弱い筈である。（焼き殺す）     
古来日本に多くある火祭りは厄除けからはじまっていると思う。    

 
 であるからストーブは有効である。ヘアードライヤーも良い。    
日本での感染拡大がストーブを使わなくなった３月からなのは偶然だろうか。  
コロナ対策用「ファンヒ－ター」「クリーンヒーター」は有りうる。    

 
 焚火 奈良若草山 阿蘇山 伊豆大室山のような山焼き芝焼・野火は良い。 
精霊流し・万灯流しも良い。松明リレー、今はないかもしれないが、聖火リレーは良い。 

 
 森林火災・山火事・大火もコロナには良くても困る。     

 
 ローソクはどうか！（ウイルスをどうして集めるかではあるが）    
沢山集って”ローソクまつり”楽しそうですね。     
「マッチ一本火事の元 ローソク一本コロナを倒せ」などとか言いながら。 
広場でも集会場でも居酒屋でもファミレスでもカラオケ屋でも。 
    
不要なものに夏炉冬扇があるが「夏炉」も日の目を見られるかも知れない。  
 
 「ちりも積もれば山」にならないか！     
 
万に一つも感染しないと思っている人、万に一つも感染させないと思っている人もいるか
もしれないが、億に一つも感染しない、億に一つも感染させないように小さくてもできるこ
とを行い、併せて、感染が早く終息することを願って火の神様にお祈りしましょう。 
 



 
 

この駄文が掲載されているコロにはコロナがコロっといっていることを願っている。  
 

    ＜この回 おしまい＞    

 

＜この回おしまい＞とした後もう少し考え ＜この回おしまいのつづき＞書くことにした。 
 
「三蜜」を避けるように言われているが、誰も感染していない人同士ならばその必要はない
のではないのではないかと思っていた。 
しかし、現実は感染者が増えつづけている。 
何故なのだろうか？ 
それは、多分ウイルスが空中に浮遊していたり、人にくっついているのではないのかと。 
 
その濃度は、無菌→感染しない薄い→感染するも発熱や味覚嗅覚障害症状が出ない やや
濃い→症状が出て最悪 死に至る 濃い の 4 段階としてみて 

次の図のような組み合わせを考えてみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空流と人の密集状態によって感染者が出て、症状も出るのではないかと。 

マスクも長く使っているとウイルスがたくさん付いてやがては空中濃度も人体濃度も増す。 

捨てる場合は燃やした方が良い。空中に浮遊しているものも焼き殺して一石二鳥である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

このように考えれば、感染拡大を防ぐにはやはり「三蜜」を防ぐか 空中に浮遊していた

り、人にくっついているのウイルスを殺すか減らさないといけないのではないのかと。 

ウイルスは極めて細かいから厄介だ。花粉は集まればみえるけれども。 

 

医療用語では「消毒」「殺菌」「滅菌」と順にとあるようだ。 

ひょっとして、専門家はわかっているものの、国民に不安をもたせないように敢えて黙って

いるのではないのかと。 

もしそうなら、逆によく説明することによって沢山の拡大防止の知恵が集まるともおもう

が・・・・。 

 

ウィルスも生物であるからやがて放っておいてもやがて死ぬ。 

一晩寝て起きたら死んでいてくれればよいのだが・・・・。 

 

＜つづきも おしまい＞ 


